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に属する熱帯果樹で原産地はインドの東北部から 西南暖地､和歌山県においてハウス栽培が盛んに

東南アジ7であるとされているo現在では､ なりつつあるO国内に導入されている品種には､
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l̀wil 1ldn､ esLo' K(iL､r n､ -̀ae' s̀nain､ `Jt'

金̀塩1号'などがあるが､中でも 1̀1･Wln (以下 

7-ウィソ)'は､果皮が鮮紅色､果肉は燈黄色

で繊維がほとんど無く､芳香があり､肉質は多汁

であることから消FR著に受け入れられ､わが国にI

おけるマンゴー生産丑の 9割以上を⊂_める主要品q

種となっているJio

マンゴーの花は小花数が数百から数千個の総状

花序である｡わが国での開花期は沖縄県､宮崎県

で 1-3月､和歌山県では 4-6月にかけてであ

る21｡

マンゴーは多くの小花を着けるが結実して果実

になる割合は非常に少なく1つの花穂で数個であ

り､経済生産を行うにあたって問題になっている｡

その原田として､1つの小花に花粉を放出する経

ずいが 1つしかないことから､受粉 ･受精が不十

分であることが考えられるI' ig 15)はioSnh(94

花粉の分散に風は重要ではないと報告した:i-0 

FreadWiHms17)e n la (96は昆虫が花を受粉 さ

せると報告した .'oYoung(1942)はフロリダの
マンゴー園の受粉効率を上げるために､ミツバチ

の典籍を設置するよう勧めたが･n､Freeand 

Williams(1976)はマンゴーの花はミツバチにと

ってあまり魅力的ではないと報告した -'｡そして 

MacGregor(1976)は花粉を運ぶには 1haあた

り6-12個のミツバヰの巣箱が必要だと報告した
り.7I

現在､和歌山yFJ･ilにある近畿大学附属湯浅農場の

マンゴーを栽培している温室では､受粉･着果率

を上げるためにセイヨウミツバチを放飼している

が､着果率はあまり良くない｡そこで本研究では

受粉率を上げるための第一歩として訪花昆虫の種

額と個体数を調べた｡また訪花活動が活発な時間

帯についても調べた｡

マンゴーの生産に関わる昆虫は訪花昆虫だけで

はなく､害虫も挙げられる｡世界的には半切目ヨ

コバイ上料Jd'so sLocpu属､コナカイガラムシ料 

RasLrococcus属 ､総切 目アザ ミウマ科 

SclEnPsdTaj チャノキイロ7ザ ミウToh ' oSJs(

マ)､T n spl I( ､h p am/ ミナミキイロ7ザミウマ)

双切目ミバエ料Anastrppha属､BactroceTa属 

(ミカンコミバエなど)､鱗趨目ヤガ糾Eu olmadc'

属 (ヒメアケビコノハなど)などが知られている 

HIo沖縄におけるマンゴーの害虫としては､鱗趨

目ヤガ科ヒメアケビコノハ､キマエコノハ､シラ

ホシモクメクチバ､カバイロオオ7カキリバ､オ

オトモ工､ドクガ料タイワンキドクガ､半細目コ

ナカイガラムシ料パイナップルコナカイガラム

ン､ワタスジコナカイガラムシなどが知られてい

る叫O被害は壬に､半粗目ヨコバイ上料の場合､

口吻を植物体の組織に刺し､植物の液を吸って花

等に被害を与える｡その結果､花はしぼみ落下し

着果しないo半粗目コナカイガラムシ科の場合､

同様に口吻を組織に刺し､植物の液を吸って薬に

被害を与える｡その排他物は糖分を含み､薬に付

着してスス病が発生し光合成を妨げるので､果実

の産出丑が減少する｡総切目は果実に表面的な優

をつけ､商品価値を下げる.双趨目ミバエ料は主

に幼虫が薬､芽､雷などを食害し､虫こぶをつく

り被害を与える｡吸汁性の鱗細目成虫は果実に口

吻を刺し果汁を吸う｡その結果､口吻が刺された

部分は腐り商品価値を失う｡

世界的にはマンゴーにつく害虫の種頬や発生状

況については調べられているが､和歌山県ではほ

とんど調べられていない｡そこで本研究では粘着

テープ､捕虫網を便一,て昆虫を揃赦し､それを害

虫かどうか同定し､世界や沖縄の害虫等と比較し

た｡さらに目別個体数の季節変動を調べ､発生時

期を推定した｡また､IRE薬散布区と無農薬区を設

け総粗目の捕牲個体数を調べ､果実の被害と0)関

係をみたC 

2.調査方法

調査地 :調査は和歌山県有田郡湯浅町にある近畿

大学附属湯挟農場の温室 1と温室 2で行ったo温

室 1の大きさは､縦 18rnx横54mで､材質は天

井がガラス張りで自動開閉式になっており､側面

がビニール張りになっている｡温室 2の大きさは､

縦 8m x横13mで､材質は天井 ･側面共にガラ

ス張りになっている｡天井は自動開閉式である｡

温室 1､温室 2の窓は季節によって開ける時間が

異なる｡春季と秋季には朝､昼共に窓は開放し､

夕方になると閉める｡頁では 1日中開放している｡


冬では朝は閉めているが､昼は花芽分化の関係で


開けたり閉めたりし､夕方は閉めているC温室 1


に植えられているマンゴーの品種は7-ウィソで


ユ08本紙えられている｡温室 2に植えられている


マンゴーの品種は7-ウィソ､台湾在来種､ケン


ト､金塩でそれぞれ 5本､1本､1本､1本ずつ
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計 8本植えられている｡

訪花昆虫調査 :2003年 5月 1日から5月28日ま

でU'ノマンゴーの開花期に捕虫網と殺虫管を持ち､

午前 ･午後に分けて温室 1で調査を行ったo午前

の調査は 600-13.00まで､午後は 13:00-

18:00まで行い､1時間ごとに20分採集し､毎回

同じコースをたどった｡これを午前は 7日分､午

後は 9日分行った｡捕趣した訪花昆虫と時間はす

べてノー トに記録した｡その後､標本作成 ･同定

を行い､昆虫名 ･個体数を記録した｡なお､温室 

1にはマソゴーの送粉を促進するためにセイヨウ

ミツバチの弟箱を 2箱入れてL'り､セイヨウミツ

バチの訪花頻度については別途記録した｡

アザミウマ等の害虫調査 :10cm角の黄色と青色

の粘着テープを温室 1に各色8枚ずつ､温室 2に 

2枚ずつ地面から180cmの所に設置した (図 1)Q 

★ 
54m 

両 

l . -一一L 〇一△ -3m-.-
○ :十色粘暮テープ 

一一一一一■一･･-...5･.- A.暮帖テプ一一
n4

23mm一
m52

'色暮ー

ち

図1.温室 1(上 )及び温室2 (下)での粘着テー
プの設駐場所 

2003年 3月 6Elから10月30日まで毎週粘着テー

プを取り替え､付着した昆虫を双眼実体顕微鏡で

同定し､昆虫名 ･個体数を記録した｡また温室 1

を投薬散布区､温室 2を無農葵区とし､総趨 (7

ザミウマ)目の捕獲個体数を粘着テープによって

調べた｡あわせて果実の被書を0-5段階で調べ､

関係を解析したOなお､P<両前J) Dq-薬散布は 4月3

日､4n17日､Fl月16El､6月18日､10月3日､ 

10月10日に行われた｡ 

吸蛾類調査 :8月 13日から9月22日までの収軽

期に､両温室で毎日19:00-23:00まで 1時間

毎に30分鱗趨 目を採典した｡捕挺した鱗細 目と

時間はすべてノー トに記録した｡その後､標本作

成 ･同定を行い､昆虫名 ･個体数を記録した｡ま

た､野外でバナナ､モモ､ブドウ､マソゴーを用

いて､どの果物にたくさん吸敗頬が飛来するかを

調査した｡果物は穴のあいた布の袋に同じ晶だけ 

(約 1.5kg)入れ､10m間隔で段場内の木にくくり

つけ､8月21日から8月27日までのうち 5El問 

21,00-23･00まで 1時間毎に30分調査し､果汁

を吸っているところをカメラで撮 り､捕獲した｡

捕獲した吸蛾頬 と時間はすべてノー トに記録 し

た｡その後､標本作成 ･同定を行い､昆虫名 ,個

体数を記録した｡ 

3.結果と考察

訪花昆虫 :訪花昆虫は全部で 6日27料40種以上

確認された (表 1)｡セイヨウミツパテを除いて

訪花個体数が最も多かった日は双物日で､ハナ7

ブ糾ホソヒラタ7736匹 ･ホソヒメヒラグ77

32匹､ショウジョウバエ料242匹､その他ハエ亜

日(ハナバ工科､ニクバ工科､クロバ工科､ イエ

バエ料等)291匹などとなった｡次に多かった目

は甲虫目で､コガネムシ料ハナムグリ18匹 ･シ

ロテンハナムグリ10匹､コメッキムシ科 13匹､

カツオフシムシ料8匹などとなった｡世界的には

その土地固有の昆虫､セイヨウミツバチ､キンバ

エなどがマソゴーの送粉昆虫として使われている 

''.近畿大学附属湯硬段場では効率的な受粉のた

めにセイヨウミツバチを放飼しているが､今回の

調査では双切目がたくさん観察された｡今後､双

細目とセイヨウミツバチの着果率を比較するなど

の実験を行い､駁細目の送粉昆虫としての有用件

について調査し､さらには両者の併用に′八､て検

討する必要があると思われる｡

次に､時間帯別の訪花昆虫個体数を図2に示す｡

双趨巨= 70に 1日のうちで巌も多くなり1.0ま :0 20

に近づくほど少なくなった｡また14:00に 2番目

のピークをむかえ､夕方になるにつれ数が少なく

なった｡甲虫目は午前から午後にかけ訪花数が増

え､12:00をピークに数が減っていった｡セイヨ

ウミツバチの訪花個体数は午前中よりも午後のほ

うが多かった(図 3)｡
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-と比較すると､今回

近畿大学附属湯枝既場で確認された昆虫と共通す

る害虫は給粗目7ザ ミウマ料と半粗目コナジラ ミ

●-

ハウス叔培マンゴーにおける, 

の害虫Hや 沖縄での害虫 

lE)'Jt 良虫 t'菖虫 

-

粘着テープでのみ調査を行ったので記録されなか

った｡マンゴーは世界的には'ii''地栽培が普通であ

るが､湯浅畏場ではハウス栽培であり､気候の関

係もあり､共通の害虫があまり確認できなかった｡

また､粘着テープだけでなく､あらゆる方法で害

虫を調査すれば今回確認できなかった害虫が見つ

かる可能性があると思われた｡
帯別a)訪花昆虫個体数 (セイヨウミツバチを除く) 

村 ･ヨコバ イfのみであった｡カイガラムシは近
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日 科など 御名 

温室 1において粘着テープで捕獲された昆虫の種頬と個体数2.
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次に､粘着テープに付着した昆虫個体数を目別 粘着テープでは自然に数が減少し､被害はそれほ

に､その季節変動をみた(図 4,5)｡温室 1の黄色 どでなかった｡天敵の作用が考えられるが､詳細

粘着テープでは 6月上旬に半粗目が増えていた. は不明であるO温室 1の苛色粘着テ-プでは 8月

これはアブラムシの増加によるもので､温室 1で から 9月にかけて半効 目が増加したが､これはオ

は農射 こよって増加を抑制したが､温室 2の葉色 ソシツコナジラミの増加によるものであったCこ
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科など 軸rJ やt. 

温室2において粘着テープで捕#･された昆虫の種煩と個体数3.
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肥から発生したものと考えられ､幼虫､成虫とも

マンゴーには加害しないと考えられる｡平地tjヨ

コバイ科は世界的にマンゴーの犬害虫と言われて

いるが粘着テープに付着した数は両温室合わせて

わずか 9匹であった｡マンゴーの木や果実にもほ

とんど被雪はなく､近畿大学付属楊枝腔場ではヨ

コバイ科によるマンゴーへの被害はほとんどない

と考えられる｡ 
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また､アザミウマの捕換個体数は段薬散布区 ･

無農薬区共に同程度 (表2､3)であったが､単

位栽培面襟章あたりや 1粘着テープあたりで換算す

ると無L農薬区の万が圧倒的に多かったOそして果

実への被害をみたところ､氏薬散布区の果実は 0 

-2の被害で､十分商品として出荷できる程度の

被害であった｡一万無農糞区ではほとんどの果葵

が 3-5の被害を受けており､商品的にはほぼ全

滅という結果になった (写真 1)0 
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l L '' J .l i
次に､ih寮 //u)LlLJ掛人に役L托したリ･物に )柁来し
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たrli蛾桁数は 7ト巾が 騎多かった｡泉 ててン) -' 一 か ､

コ-､/り 十､モモUFUにな ' ( - ｡ -ド~ )Ji -た 火･)) /
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表5.詮配した架rhに訪れた吸蛾煩の縄概と個体数
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"tlrかった昆虫は双地 てあった｡ 本脚 !ては受粉効

一虫には鱗勉r_lド7ガ科グイワンキ ドグ 率を とけるためセイヨウミツバチを放飼している

モ クノクチバカバイロオオ7カキりパ､オオ トモ

工､姫の1 

ガ､コシロモン ドクガ､ イラガ糾ヒロへ リアオイ が､前駁率はあまり良くない｡今後､さらなる着

:r_

jf-果*向 上を｢l指しミ､ソバ子と故地IIのT 川を検討luラガ､ミノガ杓オオミノガがいる■■｡今l ､近畿 

A-学附娼似浅出場で確認された鱗地目と比較する する必資かあると考えられた｡

･､ 

Jf7ザ ミリて等U) 山調 5では､粘弟テープを温

宅州 こ設配し､付着

r

し

一

た昆山

.

を調べた.その紙ni
''れない鱗粗目が多く確認 さとll界や子中縦では兄[ 

れたが､これ r)a

f-_

いて児:汁を吸うということか確)(

L吉.認できたのはわずか 10 7 ｣ 6 . T嘆'縄であった｡その他の鱗地 H2科2縄以 卜か確認された｡中でもIt 山

の7ザ ミウ-{はチャノキイロ7ザ ミウマが瓜も多目は私宅I にいたものを捕姓 Lただけで､マンゴ


ーに危' を加える0)か加えないのか､または迷い かった｡また､アザ ミウマa)


Jl

El子 揃腔個体衡掛 まL浅瀬'

Xi倣仰 <よりも無L'豊柴lのノ)かF- f例的に多かった｡J:込んだだけra)かということはわか｢)なかった｡

(=被告果実も無 L豊矧7

lfi:Ar

今後､詐糾な調査やrE験か必 'Gであると思われた｡

二g以 I)ことより､今I 虫 ･rr虫 
1を-

Li

では非常に多くなり､i 凝散 

のところ不nT欠であると思われた.

'

a)調作で訪化I

1-

fJ-J(ま税T

吸蛾煩約度では､令部で～)村3 椛以 Lの蛾の温′ヒL=)に多様な縄が確認され､今後こうした縄の 態

や役割等を詳細に駅IA:することで､ハウス叔f洋マ 宅への飛来が確認された｡その小で Jf=物を果rに
ンゴーにおける効梨的な受粉や防除法が砥立でき 実 き刺し火汁を吸っているところか確認された蛾

t,

Jr

ると考えられた｡ はヤガ付O)3 7た｡これLr 種であ･

;への披'I･i,

ヤガ川 こよる製 

を未然に防く･必要かあると思われた｡ 
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なりつつあるが､そU)

ii･.F･､H本でもマンゴーの′＼ウス叔上 が盛んに 本研究にあたり御精留と御鞭蛙を悩りました近

lirr虫や訪 /昆虫についてはE '-TLJt畿大学出' 部品山'.F研究蔓U)杉本毅教授に感謝の

)-

あまり調べられていない｡そこで､本研究ではマ 意をおします｡また本研究をまとめるにあたって

Jと御助言を脂11ました､近故人乍附拭湖伐l芋,lJンゴーハ r' '現する'/スに .. 虫､訪 lE昆虫を調べ､ 御協 

JEt切の関係井の皆様､昆虫学研究宅の件様､岨ぷ 
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l.室で行った｡ a)御 7.JJに深 く御礼LllLJげます｡

訪 /E 5117 0堤虫調企ては､全部で ( 2科 1位以 L

の訪化庄山が確認された｡中でも個体数が巌 も多 
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